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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・スタッフを対象に、インフルエンザ予防接種を行います。
＜接種日時＞H26年11月11（火）・12（水）・13（木）
10月31日（金）までに各自入力して下さい。

・人事考課表の提出期限は今日までです。小林ＳＧＭに提出して下さい。
＜利用者情報＞

・久慈　邦夫　様～うみねこ幸房より情報提供あり。みねこ幸房利用者の小笠原　幸江様が、今月４日に自宅でお兄様といつもの些細なことで口喧嘩となり、６日の朝にお兄様から「出ていけ！」などと言われ、その後から久慈様宅にいる様子。今までも毎週土日は久慈様宅に通っていたのですが、最近では平日でも久慈様宅に行っていることは幸房でも確認している。今回小笠原様は、家族との縁もすべてなくしても構わないと考えておられるようで本気で荷物を運ぼうとしている。家族との縁は残した形でなければ､本人に不測の事態が起こった時にどうしようもなくなることを伝え、お兄様には謝罪をしておくよう何度も繰り返し指導しているが、現時点ではできないと話されている。一応、お兄様には後で謝るけれど、今ではない・・・とのこと。小笠原様と久慈様の二人の間では、久慈様がなくなった後は久慈様の家を小笠原様に相続させるとか遺言書の作成などの話もしているとのこと。

・青木　紀子　様～外来看護師より､昨日実施した採血検査の結果について情報提供がある。目立った異常所見はないものの､白血球が高値とのことで､便検査の実施について主治医より指示があり､本人へ説明。明日（17日）に実施することとしている。

・淡路　智恵子様～末期がんにて入院中の兄について､話を伺っている。先週､兄嫁より電話連絡があり､｢モルヒネ投与になるから､会いに来れるなら来てほしい｣と兄嫁に言われ､会ってきたとのこと。落ち着いて話をしているものの､｢なんだかそわそわする｣｢落ち着かない｣等と訴えており､傾聴。不安が強まる時は相談していただきたいことを伝えている。

・大釜　万知　様～来所時より37℃の発熱が認められたが､すぐに36℃へ解熱。しかし､疲労感を訴えて運動療法を途中退席することがあり､体調を確認。｢大丈夫｣｢眠れている｣等と話しているものの､眠そうにしていることが目立っている。

・岩城　敏夫　様～昨晩、排便時に出血があった話されているが、「もう流した」と話され確認できず、21：20坐薬挿入で介入した際には、肛門周辺には特に変化は無かったとの事。今朝も訴えがあり、トイレットペーパーに少量の出血があったが特に痛みの訴えは無いと申し送りを受けている。日中に排便時に出血の訴えは無い。

・倉橋　生子　様～昨晩、青風荘帰荘後、洗濯した靴下が白色、ピンク色の双方が片方ずつ無いと声高に話されていたとの事。本日、昼食後薬服用時に小さな声で「昨日の夜、間違って人の薬を飲んじゃったんだよ」と話されている為、事実確認をする。昨晩は確実に服薬しており、洗濯の事で興奮していた様子で疎通性も悪かったとの事。思い込みで発言することが多い為、事実確認をして事実と異なる際には本人と振り返りを行っていく。

・鹿原　博夫　様～昨日来所時に、一昨日の身体状況を確認。「少し熱が出て、寒気がして、鼻風邪みたいだった」と話しており、現在は問題ないとのこと。スタッフから無理せずに不調があった際には相談するように伝えると、穏やかに了承している。ナイトケアではぼんやりと居眠りをしている様子が目立っているが、不調の訴えや独語は見られていない。

＜うみねこ幸房利用者様情報＞

・鹿原　博夫　様～農作業の後に疲れて、表情の硬さが見られている。来週から再び農作業が始まる為、様子観察していく。

一昨日、定時になっても来所せず、うみねこ幸房も連絡なく休んでいたとのこと。通所スタッフが訪問し所在確認はできたが、うみねこ幸房スタッフも同時間頃に自宅まで確認へ行っており、場所が分からず青陽館へ場所の確認へ来ている。うみねこ幸房スタッフと通所スタッフの両方が本人宅を訪問することになってしまった為、今後はどちらが訪問するか話し合って行動するように話し合っている。
＜外来情報＞

特記する利用者様はおりません。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（　前野　義勝　様）

実施日：H26年10月16日（木）13：30～14：00

担当チーム：小林・會津・油津

参加者：小林

検討内容　

	氏名
	前野　義勝　様
	性別
	男
	年齢
	54
	生年月日
	S34年11月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	てんかん

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続する（うみねこ幸房で仕事・ナイトケア）

	本人希望
	うみねこ幸房で仕事を続ける。

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　2回（最終：H5年5月22日～H12年3月3日）

	通所歴
	　1回目

· H14年7月25日～現在　　（週2回/水・金曜日）

	その他サービス利用
	就労継続支援B型『うみねこ幸房』：週5日（月～金）

地域生活支援センター『青明舎』相談事業

	住居：アパート単身生活
	家族構成

	利用制度
	障害者手帳1級
	年金1級
	他（自立支援医療・生活保護）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を続ける
	①周りとうまく付き合う。
	①イライラ感を周りにぶつけずに過ごす。
	①苛々する時は、他者と距離をとる。怒りっぽい様子や他者への干渉が見られる際には、本人へ他者への対応について行動の振り返りを行う。

	
	②身体管理を行い、体調を大きく崩さない（食事・運動・仕事の管理）
	②体重増加しないようにする。
	②月１度の体重測定を行い、来所時に腹筋運動を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①イライラ感を周りにぶつけずに過ごす。
	・些細なことにこだわり、適切な判断ができないことや、他者のせいにすることがあり、周囲とトラブルとなることがある。最近は、大きなトラブルはみられない。

・ナイトケアでは、苛々感はみられず、周囲と円満に交流を持っている。「最近怒るようなことはないですね」と話されている。

・昨年頃まで、デイケア利用者（細越様）にギターを借りられて「勝手にいじられる」「壊される」と嫌な思いをしていたが、スタッフの助言で持ち帰るようになっており、対処できている。

＜うみねこ幸房＞

・うみねこ幸房では、真面目に仕事に取り組み、掃除も自発的に行っている。
	ここ数年デイナイトケアでは、他者に対して苛々感は見られていない。うみねこ幸房では仕事ができない人や働かない人に対して苛々する様子が見られている。本人の様子を見て、苛々したことがあれば話しをして発散できる場を提供していく。

	②体重増加しないようにする。
	・6月体重71.4kg⇒10月体重68.6kgと減量。

・足の痛みが時折ある事で、負担軽減の為にも減量したいと本人より希望ある。

・腹部が出てきて気になるとのことで、自宅で毎日腹筋100回行っていると本人話している。ナイトケアでも、時間をみて腹筋をしている様子。

・食事に関しては、幸房のランチを食べており、自宅でも食べ過ぎないようにしているとのこと。

＜うみねこ幸房＞

・腹部をさすって気にしているが、食べる量は多く、毎日の様にティラミスを食べている。

・歩行の機会は多く、病院の4階までお弁当の配達をして、チラシ配りのエリアも広くなっている。
	体重、腹囲の具体的な目標数値を決めて、定期的に測定していく。

体重測定：週1回

腹囲測定：月1回

	
	
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を続ける
	①周りとうまく付き合う。
	①イライラ感を周りにぶつけずに過ごす。
	①苛々する時は、他者と距離をとる。苛々する事があった時にはスタッフに話し、苛々感を発散する。スタッフは様子を確認して、話しを聞く。

	
	②身体管理を行い、体調を大きく崩さない（食事・運動・仕事の管理）
	②体重増加しないようにする。
	②週１度の体重測定、月1度の腹囲測定を行い、来所時に腹筋運動を行う。

	
	
	
	


仙台市　保護者








